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経
済
対
策
や

建
設
投
資
循
環
の

上
昇
に
支
え
ら
れ
、

景
気
回
復
が
続
く

建
設
業
と

技
能
者

Tatsushi Shikano

回
復
と
な
っ
て
い
る
。

経
済
対
策
の
効
果
も
あ
り

景
気
回
復
が
続
く

　

先
行
き
に
つ
い
て
は
、経
済
対
策
の
効

果
が
続
く
こ
と
が
期
待
で
き
る
。経
済
対

策
の
裏
付
け
と
な
る
二
〇
二
〇
年
度
の

第
一
次
補
正
予
算
、第
二
次
補
正
予
算
に

つ
い
て
は
、経
済
対
策
関
連
の
国
の
財
政

支
出
が
合
わ
せ
て
五
七
兆
円
を
超
え
て
お

り
、「
超
大
型
」の
対
策
と
な
っ
て
い
る
。

　

既
に
一
人
当
た
り
一
〇
万
円
の
特
別

定
額
給
付
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
が
、貯

蓄
率
が
急
上
昇
し
て
お
り
、今
後
、支
出

増
に
結
び
つ
い
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
、需
要
喚
起
策
と
し
て
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ

ト
ラ
ベ
ル
事
業
な
ど
も
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
が
、こ
れ
ら
も
実
行
さ
れ
て
お
り
、消

費
の
押
し
上
げ
が
続
く
こ
と
に
な
る
。

　

更
に
、菅
首
相
は
追
加
経
済
対
策
の
策

定
を
指
示
し
て
い
る
。Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
事
業
の

延
長
・
拡
充
や
防
災
・
減
災
な
ど
の
公

共
事
業
が
打
ち
出
さ
れ
る
と
み
ら
れ
、裏

付
け
と
な
る
第
三
次
補
正
予
算
に
つ
い
て

は
自
民
党
か
ら
は「
真
水
で
三
〇
兆
円
」

的
手
法（
フ
ー
リ
エ
解
析
）を
用
い
て
そ

の
周
期
を
推
計
す
る
と
九
・
九
年
と
な

り
、五
年
弱
の
上
昇
・
下
降
を
繰
り
返
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。足
元
に
つ
い
て
は
、

二
〇
一
九
年
以
降
、五
年
程
度
は
下
降
局

面
が
続
く
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
る
。

　

一
方
、底
堅
い
動
き
を
示
し
て
い
る
の

が
建
設
投
資
で
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
を
み
る
と
上

昇
基
調
に
あ
る（
図
下
段
）。建
設
投
資

に
つ
い
て
は
、建
物
や
構
造
物
の
耐
用
年

数
が
機
械
よ
り
も
長
い
こ
と
な
ど
か
ら
長

期
の
景
気
循
環
と
の
関
係
が
深
い
と
さ

れ
て
い
る
が
、機
械
投
資
と
同

様
に
周
期
を
推
計
す
る
と
二

八
年
強
と
な
る
。

　

平
均
的
に
は
一
四
年
強
の

上
昇
・
下
降
局
面
を
持
つ
こ

と
に
な
る
が
、直
近
の
ボ
ト

ム
は
二
〇
一
〇
〜
一
一
年
と

な
っ
て
お
り
、二
〇
二
五
年
に

か
け
て
上
昇
局
面
が
続
く
可

能
性
が
あ
る
。

　

実
際
、統
合
型
リ
ゾ
ー
ト

（
Ｉ
Ｒ
）事
業
の
開
業
が
二
〇

二
〇
年
代
半
ば
ま
で
に
見
込

ま
れ
る
ほ
か
、二
〇
二
五
年
に

と
の
声
も
上
が
っ
て
い
る
。

　

世
界
経
済
の
回
復
を
受
け
た
輸
出
の

増
加
に
内
需
の
持
ち
直
し
、更
に
経
済
対

策
の
効
果
も
加
わ
り
、日
本
経
済
の
回
復

は
二
〇
二
一
年
に
入
っ
て
も
続
く
こ
と
が

期
待
で
き
る
。

機
械
投
資
が
弱
い
な
か

期
待
さ
れ
る

建
設
投
資
の
拡
大

　

こ
う
し
た
な
か
、や
や
心
配
さ
れ
て
い

る
の
が
民
間
部
門
を
中
心
と
し
た
投
資

の
動
き
と
い
え
る
。特
に
機
械
投
資
は
コ

ロ
ナ
禍
以
前
に
既
に
減
少
基
調
と
な
っ
て

い
た
が
、二
〇
二
〇
年
に
入
り
一
段
の
落

ち
込
み
を
み
せ
た
格
好
と
な
っ
て
い
る
。

　

機
械
投
資
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
を
み
る
と
、下

の
図
の
上
段
に
示
し
た
通
り
二
〇
一
八
年

十
〜
十
二
月
期
を
ピ
ー
ク
に
低
下
基
調

と
な
っ
て
い
る
。機
械
投
資
に
つ
い
て
は

一
〇
年
程
度
と
さ
れ
る
中
期
の
景
気
循

環
と
関
連
が
深
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、こ

の
中
期
循
環
が
下
降
局
面
に
入
っ
て
い
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

機
械
投
資
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、統
計

は
、大
阪
・
関
西
万
博
が
開
催
予
定
で
、

関
連
の
イ
ン
フ
ラ
投
資
が
予
想
さ
れ
て
い

る
。

　

内
外
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
再
拡

大
、再
々
拡
大
へ
の
懸
念
は
払
拭
し
き
れ

ず
、楽
観
は
禁
物
と
い
え
る
が
、治
療
薬

の
確
立
に
加
え
、ワ
ク
チ
ン
開
発
が
完
了

し
、接
種
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

経
済
活
動
へ
の
制
約
は
限
定
さ
れ
て
く
る

と
み
ら
れ
る
。経
済
対
策
や
長
期
の
建
設

投
資
循
環
の
上
昇
に
支
え
ら
れ
、景
気
回

復
が
続
く
こ
と
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
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コ
ロ
ナ
禍
の
経
済
活
動
の

落
ち
込
み
に
歯
止
め

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を

受
け
、世
界
各
国
・
地
域
で
経
済
活
動
が

大
幅
な
落
ち
込
み
を
み
せ
た
が
、日
本
経

済
に
つ
い
て
も
過
去
最
大
の
落
ち
込
み
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

実
質
国
内
総
生
産（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）を
み
る

と
、二
〇
一
九
年
十
月
の
消
費
税
率
引

き
上
げ
後
、駆
け
込
み
需
要
の
反
動
な
ど

か
ら
十
〜
十
二
月
期
に
マ
イ
ナ
ス
成
長

（
前
期
比
年
率
マ
イ
ナ
ス
七
・
一
％
、十

一
月
発
表
の
一
次
速
報
、以
下
同
様
）を

記
録
し
た
。

　

二
〇
二
〇
年
一
〜
三
月
期
に
は
、駆
け

込
み
の
反
動
に
対
す
る
反
動
も
あ
り
、持

ち
直
し
が
見
込
ま
れ
て
い
た
が
、実
際
に

は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
一
段
の
落
ち
込
み
を
み
せ
た

（
同
二
・
三
％
減
）。更
に
四
〜
六
月
期

に
は
同
二
八
・
八
％
減
と
急
減
し
、こ
の

落
ち
込
み
は
、旧
統
計
を
含
め
Ｇ
Ｄ
Ｐ
統

計
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
一
九
五

五
年
以
降
で
最
大
で「
戦
後
最
大
の
落
ち

込
み
」と
さ
れ
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
を
受
け
た
緊

急
事
態
宣
言
の
発
出
で
外
出
自
粛
や
店
舗

の
営
業
時
間
短
縮
・
休
業
が
要
請
さ
れ
個

人
消
費
が
落
ち
込
ん
だ
ほ
か
、世
界
経
済

の
失
速
か
ら
輸
出
が
急
減
し
て
い
る
。

　

た
だ
、国
内
で
は
新
規
感
染
者
数
が
四

月
中
旬
以
降
に
減
少
に
転
じ
た
こ
と
な

ど
か
ら
、緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
と
な
っ

た
。外
出
自
粛
な
ど
が
緩
和・
解
除
さ
れ
、

経
済
活
動
の
落
ち
込
み
に
歯
止
め
が
か

か
り
持
ち
直
し
て
き
て
い
る
。

　

四
半
期
ベ
ー
ス
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
統
計
の
個
人

消
費
の
推
計
方
法
に
沿
っ
た
か
た
ち
で
、

内
閣
府
が
月
次
で
推
計
し
て
い
る
消
費

総
合
指
数
は
二
〇
二
〇
年
五
月
を
ボ
ト
ム

と
し
て
急
回
復
し
て
い
る
。

　

ま
た
米
国
、欧
州
で
も
、新
規
感
染
者

数
の
減
少
に
伴
い
外
出
制
限
な
ど
の
解

除
・
緩
和
が
広
が
り
経
済
活
動
が
持
ち

直
し
て
お
り
、こ
れ
を
受
け
、日
本
企
業

の
輸
出
が
増
加
に
転
じ
て
い
る
。月
次
の

輸
出
数
量
指
数
は
五
月
ま
で
の
大
幅
な

落
ち
込
み
の
の
ち
、六
月
以
降
は
急
増
し

て
い
る
。

　

更
に
、政
府
の
経
済
対
策
の
効
果
も

あ
り
、七
〜
九
月
期
は
前
期
比
年
率
で
二

一
・
四
％
の
成
長
を
記
録
し
、一
転
、急
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